









Insufficient serum L-ficolin is associated with disease presence 
and extent of pulmonary Mycobacterium avium complex disease．
(血清 L-Ficolin 低値は肺 MAC 症の疾患の存在と拡がりに関連する) 
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 研究方法   
 2011 年 4 月から 2017 年 9 月に札幌医科大学附属病院を受診し、2007 年に提唱された
ATS/IDSAガイドラインに記載されている肺 NTM 症の診断基準を満たした症例を対象と
した。今回の研究では感染主菌種を MAC とし、当院自主臨床研究の規定に則り同意を得
ることが出来た肺 MAC 症日本人患者全 61 例を対象とした。対照群は呼吸器疾患を有し





 血清 L-ficolin 値は健常者群に比べ、肺 MAC 症患者群で有意に低値であった（1.69 ±
1.27μg/mL vs 3.96 ± 1.42μg/mL：p<0.001）。ROC解析結果に基づく cut off値は 2.48
μg/mLであった（AUC 0.90、感度 83.6%、特異度 86.7%）。血清 L-ficolin 値は結節・気
管支拡張型では線維空洞型に比べ有意に低く（1.51 ± 0.89μg/mL vs 3.09 ± 2.35μ
g/mL：p<0.01）、HRCTスコア高値群では低値群に比べ有意に低かった（p<0.05）。 
In vitro で精製 L-ficolinは M.aviumおよびその細胞壁主成分であるリポアラビノマン
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本研究は、肺 MAC 症において生体防御レクチンである L-ficolin の役割を臨床的およ
び生化学的側面から詳細に検討された報告である。 
論文審査委員会は、本論文が学位論文審査基準を満たしていると判断し、博士（医学）
の学位授与に値するとの結論に至った。 
 
 
